
は
じ
め
に

　

本
ノ
ー
ト
は
、
前
半
で
は
江
戸
時
代
前
期
の
盛
岡
藩
に
お
い
て
、
記
録
に
登
場
す
る
自
殺
な
い
し
自
害
の
事
例
を
取
り

上
げ
、
事
後
処
理
に
焦
点
を
当
て
、
整
理
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
後
半
は
、
死
刑
の
一
種
だ
っ
た
斬
首
（
打
首
）
と
切

腹
が
、
江
戸
時
代
前
期
の
盛
岡
藩
で
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
っ
た
か
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
適
宜
、
加
賀

藩
と
の
比
較
を
交
え
て
い
く
。

　

題
材
と
し
て
使
用
す
る
の
は
、『
盛
岡
藩
雑
書
』
と
『
刑
罪
』
と
い
う
活
字
化
も
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
資

料
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。

　
『
盛
岡
藩
雑
書
』
の
表
題
に
『
雑
書
』
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
一
般
に
『
南
部
家
雑
書
』
と
か
、『
盛
岡
藩
家
老

席
日
誌
』
な
ど
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
が
、
史
料
は
家
老
の
執
務
日
誌
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
（『
盛
岡
藩
雑
書
』
各
巻

【
研
究
ノ
ー
ト
】

江
戸
時
代
前
期
の
盛
岡
藩
で
の
自
殺
・
斬
首
・
切
腹
に
関
す
る

一
考
察

コ
ル
ネ
ー
エ
ヴ
ァ
・
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
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へ
の
序
文
に
よ
る
）。
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
か
ら
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
ま
で
の
期
間
に
及
ぶ
記
事
を
収
録
し
て
い

る
。

　
『
刑
罪
』
は
全
四
九
冊
か
ら
な
り
、
盛
岡
藩
庁
が
編
集
し
た
、
寛
永
期
か
ら
天
保
年
間
に
及
ぶ
盛
岡
藩
の
最
も
基
本
的
な

刑
事
判
例
集
で
、
収
録
さ
れ
た
罪
と
罰
の
記
録
は
一
万
件
に
近
い
。
こ
の
分
野
に
お
い
て
、
近
世
期
の
大
半
を
網
羅
す
る

好
個
か
つ
大
部
の
法
制
史
料
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
1
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
関
心
の
前
提
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
る
。
自
殺
行
為
は
東
西
を
問
わ
ず
、
上
古
代
か
ら
あ
る
と
い
わ

れ
、
動
機
や
方
法
は
様
々
で
、
社
会
的
・
個
人
的
な
位
置
付
け
も
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
（
2
）。

　

法
制
度
か
ら
見
て
、
自
殺
を
処
罰
す
べ
き
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
法
学
者
の
眞
田
芳
憲
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
明
治

時
代
の
旧
刑
法
以
来
、
刑
法
上
は
自
殺
そ
れ
自
体
を
処
罰
す
る
規
定
は
存
在
し
て
い
な
い
。
自
殺
教
唆
・
自
殺
幇
助
・
承

諾
殺
人
・
嘱
託
殺
人
は
犯
罪
行
為
と
さ
れ
る
。
処
罰
し
な
い
根
拠
に
つ
い
て
、
学
説
は
大
き
く
違
法
説
と
適
法
説
に
分
か

れ
る
が
、
ど
ち
ら
も
生
命
の
処
分
権
は
本
人
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
倫
理
観
が
根
拠
に
な
っ
て
い
る
（
3
）。

（
一
）　
盛
岡
藩
の
事
例
か
ら
見
る
自
殺
と
そ
れ
に
対
す
る
処
理

　

筆
者
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
江
戸
時
代
の
喧
嘩
な
ど
の
個
人
対
個
人
の
衝
突
な
い
し
刃
傷
事
件
を
調
べ
る
一
環

で
、
盛
岡
藩
に
お
け
る
「
自
害
」
を
含
め
た
自
殺
行
為
に
関
す
る
記
録
に
注
目
し
て
、
自
殺
に
対
す
る
行
政
側
の
対
応
を

取
り
上
げ
る
。
そ
こ
で
、
自
殺
が
実
に
頻
繁
に
記
録
の
上
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
時
に
は
「
乱
心
自
害
」
と
表
現
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
具
体
的
に
、『
盛
岡
藩
雑
書
』
と
い
う
南
部
藩
家
老
日
記
を
題
材
に
「
自
害
」「
自
殺
」
な
ど
に
触
れ
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る
記
事
を
抽
出
し
検
討
す
る
。

　

盛
岡
藩
で
の
自
殺
は
概
ね
、
庶
民
は
首く
び
く
く
り縊
が
多
い
が
、
武
士
身
分
の
者
は
自
害
（
そ
の
方
法
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

主
に
腹
を
切
る
こ
と
）
と
い
う
方
法
を
と
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
自
殺
関
連
の
記
事
を
注
意
深
く
眺
め
る
と
、
あ
る
興
味
深

い
事
実
に
気
が
つ
く
。
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
左
に
述
べ
て
い
く
。

　

ま
ず
、『
盛
岡
藩
雑
書
』
の
第
一
○
巻
に
所
収
さ
れ
て
い
る
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
二
月
二
八
日
付
の
記
事
か
ら
見
て

い
く
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
水
谷
利
右
衛
門
義
不
勝
手
故
奥
寺
八
左
衛
門
所
へ
一
所
指
置
申
処
、
昨
廿
七
日
不
斗
罷
出
、
方
々
相
尋
候
得
共

尋
請
不
申
処
、
作
暮
見
前
町
先
ニ
て
自
害
仕
候
由
、
見
前
町
肝
煎
茂
右
衛
門
と
申
者
見
付
様
子
相
尋
候
得
ハ
、
奥
寺

八
左
衛
門
所
ニ
罷
在
利
右
衛
門
と
申
者
之
由
申
付
、
御
代
官
佐
々
木
治
介
、
中
野
五
右
衛
門
へ
も
奥
寺
八
左
衛
門
方

へ
為
知
候
由
、
利
右
衛
門
義
ハ
八
左
衛
門
宅
へ
引
取
候
付
、
為
検
使
御
目
付
田
中
久
太
夫
、
御
徒
目
付
梅
内
長
四
郞

相
改
候
所
、
二
ヶ
所
咽
右
之
脇
突
通
シ
御
代
官
申
上
候
訴
、
双
方
共
ニ
無
相
違
見
届
罷
帰
、

同
廿
九
日　
　

一
、
現
米
百
五
拾
石
水
谷
利
右
衛
門
、
右
ハ
乱
心
自
害
仕
不
便
ニ
は
被　

思
召
候
得
共
、
自
害
人
故
身
帯
御
取
上
被

遊
旨
、
八
左
衛
門
、
利
右
衛
門
従
弟
ニ
て
忌
懸
候
故
、
中
村
武
左
衛
門
呼
上
弾
正
申
渡
、（

4
）

　

こ
の
記
事
は
水
谷
利
右
衛
門
が
自
殺
を
し
た
経
緯
と
そ
れ
に
対
す
る
処
理
を
綴
っ
て
い
る
。
利
右
衛
門
は
他
者
を
攻
撃
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し
た
り
す
る
と
い
っ
た
害
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
利
右
衛
門
は
現
米
一
五
〇
石
取
り
の
者
で
あ
る
が
、

「
不
勝
手
故
奥
寺
八
左
衛
門
所
へ
一
所
指
置
申
処
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
不
勝
手
」
つ
ま
り
何
か
不
都
合
が
あ
っ
た
た
め
に
、

従
弟
で
あ
る
奥
寺
八
左
衛
門
の
所
に
居
候
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
か
れ
は
前
兆
や
客
観
的
な
理
由
が
な
く
「
昨
暮
見
前

町
先
ニ
て
自
害
仕
」
っ
た
と
あ
る
。
目
付
と
徒か

ち士
目
付
に
よ
っ
て
検
死
す
な
わ
ち
死
体
の
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、

利
右
衛
門
の
自
殺
方
法
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
二
ヶ
所
咽
右
之
脇
突
通
」
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

咽
（
笛
）
と
右
脇
を
突
き
刺
し
て
果
て
た
の
で
あ
る
。
脇
腹
を
突
い
た
う
え
、
と
ど
め
と
し
て
喉
を
突
く
の
は
、
介
錯
が

い
な
い
中
で
、
一
人
で
腹
を
切
る
時
の
主
要
的
な
や
り
方
で
あ
る
。

　

で
は
、
利
右
衛
門
の
死
が
藩
の
役
人
、
そ
し
て
藩
主
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
見
做
さ
れ
た
の
か
。
利
右
衛
門
は
病
気
を
し

て
お
ら
ず
、
訳
あ
っ
て
八
左
衛
門
の
所
に
留
ま
っ
て
い
た
時
期
に
自
害
を
し
て
し
ま
っ
た
。
同
月
の
二
九
日
付
の
記
事
に

藩
主
の
命
令
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
利
右
衛
門
の
自
殺
は
「
乱
心
自
害
」
と
表
現
さ
れ
、
そ
う
な
っ
た
こ
と

を
藩
主
が
「
不
愍
」
に
思
っ
て
い
な
が
ら
、「
自
害
人
故
身
帯
（
5
）
御
取
上
」
の
命
令
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
、「
自
害
を
し
た
た
め
に
身
代
を
取
り
あ
げ
る
」
と
い
う
表
現
に
、
自
害
者
に
対
す
る
当
時
の
盛
岡
藩
で
の
対
応
の

あ
り
方
が
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
害
を
し
た
本
人
の
身
代
（
家
禄
）
が
没
収
さ
れ
る
と
い
う
処
置
で
あ
る
。
自
殺

を
し
た
ら
家
禄
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
自
殺
は
事
故
と
違
っ
て
自
分
で
決
め
る
こ
と
で

あ
り
、
さ
ら
に
「
了
簡
違
い
」
す
な
わ
ち
本
人
の
見
当
違
い
と
見
做
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
処
理
と
し
て
自
殺
を
し
た
本

人
の
身
代
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

盛
岡
藩
で
は
、
自
害
に
対
し
て
は
、
乱
心
し
て
自
殺
し
た
場
合
を
含
め
、
病
気
、
逃
走
し
た
者
と
そ
の
家
族
に
対
し
て
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と
同
じ
く
、
身
代
（
家
禄
）
と
家
家
屋
の
没
収
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
『
盛
岡
藩
雑
書
』
の
記
録
か
ら
確
認
で
き
る
。
た

と
え
ば
、
宝
永
四
（
一
七
○
七
）
年
六
月
廿
四
日
付
け
の
記
事
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

自
害
ノ
士
家
族
処
遇

一
、
岡
本
九
郎
兵
衛
於
白
川
自
害
仕
候
付
身
帯
家
屋
敷
共
御
取
上
、
養
父
孫
左
衛
門
丼
老
母
、
右
両
人
へ
存
生
之
内

為
御
助
扶
持
五
人
御
扶
持
方
被
下
置
候
、
手
廻
何
方
ニ
成
と
も
可
罷
有
候
由
被　

仰
出
、
九
郎
兵
衛
親
類
松
井
与
一

左
衛
門
・
近
内
長
左
衛
門
孫
長
之
丞
へ
苫
米
地
源
左
衛
門
宅
へ
招
之
、
御
役
人
右
同
断
源
左
衛
門
申
渡
ス
、
右
之
内

近
内
長
左
衛
門
病
気
ニ
付
て
、
長
之
丞
へ
申
渡
ス
、（

6
）

　

右
に
は
、
自
害
し
た
藩
士
に
対
し
、
家
禄
と
家
屋
敷
を
取
り
あ
げ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
正
徳
元
年
に
乱
心
し
て
自
殺

し
た
九
郎
兵
衛
に
つ
い
て
、
身
代
だ
け
で
は
な
く
家
屋
敷
も
没
収
さ
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
た
だ
し
、
遺
さ
れ
た

養
父
と
母
に
は
扶
持
五
人
分
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
遺
さ
れ
た
者
を
思
い
や
る
慈

悲
の
表
れ
な
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
殺
行
為
と
当
人
の
財
産
没
収
の
間
に
因
果
関
係
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は

右
の
文
言
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

次
に
、
こ
の
「
身
帯
（
代
）
取
上
」
は
「
自
害
」
す
な
わ
ち
武
士
身
分
の
自
殺
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て

考
え
て
み
る
。
首
縊
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
当
時
、
死
体
が
発
見
さ
れ
る
と
、
通
常
そ
の
検
分
・
死
因
の
調
査
が
行

わ
れ
た
。
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
二
月
に
発
見
さ
れ
た
首
縊
の
死
体
に
対
す
る
処
理
を
例
に
見
て
み
る
。
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享
保
四
年
二
月
廿
四
日　

一
、
去
廿
弐
日
上
田
通
御
代
官
所
庄
ヶ
端
と
申
所
、
年
頃
六
拾
計
之
男
首
縊
相
果
居
候
付
、
御
代
官
共
見
分
之
上
、

御
村
之
者
詮
議
為
仕
候
得
共
見
知
候
者
無
之
候
段
、
御
代
官
訴
候
付
、
如
例
埋
、
札
立
置
候
様
ニ
と
御
目
付
小
向
四

郞
右
衛
門
、
御
代
官
多
田
孫
兵
衛
へ
申
渡
之
、（

7
）

　

右
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
遺
体
が
発
見
さ
れ
る
と
年
齢
な
ど
の
特
徴
を
も
っ
て
身
元
の
確
認
が
急
が
れ
る
。
特
定
で

き
な
か
っ
た
場
合
は
「
如
例
埋
」、
す
な
わ
ち
慣
例
に
基
づ
い
て
埋
葬
し
、
札
を
立
て
る
と
い
う
や
り
方
が
と
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
身
元
が
不
明
で
あ
る
と
「
身
帯
取
上
」
と
い
う
処
置
は
、
対
象
者
の
身
元
が
不
明
で
あ
る
た

め
、
当
然
な
が
ら
適
用
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
自
害
」
と
異
な
る
タ
イ
プ
の
自
殺

―
首
縊
や
身
投
げ

な
ど

―
と
比
較
し
て
死
後
の
処
理
に
差
異
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
今
後
範
囲
を
広
げ
て
追
究
し

て
い
き
た
い
。

　

次
に
乱
心
と
自
殺
の
関
係
性
に
つ
い
て
触
れ
る
。
や
や
長
文
だ
が
、
重
要
な
事
件
で
あ
る
た
め
、
正
徳
六
（
一
七
一
六
）

年
に
自
害
し
た
桜
庭
平
九
郎
の
件
を
掲
げ
て
お
く
。
な
お
、
労
症
と
は
肺
結
核
の
こ
と
で
あ
る
。

正
徳
六
年
一
月
五
日

桜
庭
兵
九
郎
病
苦
ニ
ヨ
リ
自
害　

一
、
桜
庭
兵
九
郎
儀
去
年
七
月
十
三
日
よ
り
風
引
相
煩
候
処
労
症
罷
成
、
御
医
者
太
田
友
松
・
古
河
寿
閑
・
上
野
祐
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達
・
三
浦
道
意
薬
用
申
候
処
、
病
苦
被
犯
、
一
作
四
日
之
朝
六
時
、
水
落
之
下
四
寸
程
脇
差
に
て
突
込
自
害
仕
候
付
、

早
速
簗
田
通
有
・
内
田
通
達
呼
候
処
参
候
内
相
果
候
由
、
同
日
山
屋
三
右
衛
門
よ
り
戸
来
勘
五
郎
を
以
申
上
、
尤
右

自
害
之
段
桜
庭
次
郎
吉
・
同
与
十
郎
よ
り
駒
木
庄
左
衛
門
を
以
申
上
候
付
、
御
目
付
野
村
左
達
、
御
徒
目
付
杉
村
二

郎
右
衛
門
、
為
御
検
使
三
右
衛
門
宅
差
遣
、
此
節
桜
庭
与
十
郎
・
多
賀
頼
母
・
横
田
逸
角
居
合
、
左
達
見
届
候
之
処
、

三
右
衛
門
申
上
候
通
自
害
相
違
無
之
段
左
達
、（
以
下
欠
）

正
徳
六
年
閏
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
庭
二
郎
吉
名
代

一
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
木
庄
左
衛
門

右
は
桜
庭
兵
九
郎
父
方
之
親
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
屋
三
右
衛
門
名
代

一
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
屋
三
十
郎

右
は
同
人
母
方
之
親
類

桜
庭
兵
九
郎
自
害
之
趣
乱
心
と
相
聞
得
、
依
之
身
帯
被
召
上
候
由
被
仰
出
、
御
目
付
岡
田
清
左
衛
門
申
渡　

之
、

一
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
庭
兵
九
郎　

母

悴
兵
九
郎
自
害
之
趣
乱
心
ニ
相
聞
得
候
付
、
身
帯
被
召
上
候
、
依
之
母
餲
命
可
仕
段
不
便
被
思
召
、
御
普
代
者
之
儀

故
、
老
母
一
生
之
内
弐
人
扶
持
被
下
置
候
之
旨
、
於
家
老
席
右
庄
左
衛
門
・
三
十
郎
へ
九
兵
衛
申
渡
、（

8
）
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一
月
五
日
付
の
記
事
は
冒
頭
に
、
自
害
し
た
平
九
郎
に
つ
い
て
、
風
邪
を
引
き
、
労
症
（
肺
結
核
）
に
か
か
っ
て
、
薬

を
服
用
し
た
が
病
苦
に
犯
さ
れ
、
と
う
と
う
自
害
を
し
て
し
ま
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
や
り
方
は
「
水
落
之
下
四
寸

程
脇
差
に
て
突
込
」
ん
だ
も
の
で
、
鳩み
ぞ
お
ち尾
（
胸
骨
の
下
の
く
ぼ
ん
だ
と
こ
ろ
）
の
下
が
急
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
脇わ
き
ざ
し差
を

使
っ
て
腹
を
切
ろ
う
と
し
た
と
断
定
で
き
る
。
そ
の
後
、
目
付
な
ど
に
よ
る
検
死
が
行
わ
れ
、
自
害
に
違
い
な
い
こ
と
が

確
定
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
の
記
事
に
は
「
乱
心
」
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

　

一
方
、
本
人
お
よ
び
遺
族
へ
の
対
応
を
綴
っ
た
二
月
の
記
事
に
は
平
九
郎
の
自
殺
を
説
明
す
る
際
に
「
自
害
之
趣
乱
心

ニ
相
聞
得
候
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。「
自
害
の
事
情
は
乱
心
に
よ
る
ら
し
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
後
処
理
に
つ

い
て
は
、
他
の
自
害
の
事
例
同
様
に
自
害
し
た
人
に
対
し
て
は
「
身
帯
被
召
上
」、
遺
族
に
は
扶
持
を
与
え
る
と
い
っ
た
内

容
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
平
九
郎
の
様
子
、
す
な
わ
ち
病
状
が
か
れ
を
自
害
に
駆
り
出
さ
せ
た
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
状
況
は
さ
ら
に
「
乱
心
」
と
認
定
さ
れ
、
病
苦
の
あ
ま
り
正
常
な
判
断
を
失
っ
て
自
滅
し
た
と
周
囲
に
よ
っ
て

理
解
さ
れ
た
。
ま
た
、
自
害
は
「
不ふ

と斗
（
与
風
）」
つ
ま
り
突
然
行
わ
れ
る
も
の
と
し
て
描
写
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の

「
不
斗
」
と
い
う
衝
動
を
表
す
語
を
用
い
て
、
急
に
気
が
狂
っ
た
状
態
、
乱
心
に
よ
る
状
態
だ
と
強
調
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
平
九
郎
に
対
す
る
処
分
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
た
と
え
乱
心
し
て
自
殺
を
し
た
と
し
て
も
、
家
屋
敷
の
没
収

は
免
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
処
分
に
関
し
て
は
「
自
害
」
も
「
乱
心
自
害
」
も
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
先
に
紹
介
し
た
享
保
元
年
の
種
市
十
内
の
自
害
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
、
自
殺
の
動
機
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
、
不

可
解
で
あ
る
場
合
に
「
乱
心
自
殺
」
と
説
明
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
自
殺
は
異
常
現

象
で
あ
り
、
乱
心
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
が
多
い
と
い
う
当
時
の
人
々
の
心
意
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る（

9
）
。
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次
に
自
殺
の
方
法
に
つ
い
て
も
う
少
し
見
て
お
く
。
道
具
は
脇
指
（
脇
差
）
だ
け
で
は
な
く
、
剃
刀
も
使
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
次
の
『
盛
岡
藩
雑
書
』
第
一
一
巻
か
ら
の
記
述
に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
。

正
徳
六
年
三
月
十
八
日

一
、
漆
戸
玄
蕃
若
党
市
兵
衛
と
申
者
、
与
風
乱
心
に
て
昨
夜
剃
刀
ニ
テ
自
害
仕
相
果
候
由
、
北
守
伊
織
以
訴
之
、（

10
）

　

急
所
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
剃
刀
が
使
わ
れ
た
こ
と
か
ら
察
す
る
に
腹
よ
り
も
喉の
ど
ぶ
え笛

が
狙
わ
れ
た
可
能

性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
脇
指
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
も
っ
て
喉
笛
を
「
突
く
」
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
の
も
興
味

深
い
。
以
下
の
事
例
が
参
考
に
な
る
の
で
挙
げ
て
お
く
。

享
保
四
年
五
月
六
日

一
、
三
嶋
源
八
義
従
四
月
十
九
日
相
煩
、
病
症
痞
熱
有
之
、
佐
藤
永
庵
薬
服
用
相
応
無
之
、
菊
池
道
宅
薬
用
申
候
得

共
同
篇
之
処
、
一
昨
日
四
日
之
晩
被
狂
熱
候
と
相
見
之
、
脇
指
に
て
こ
ぶ
へ
突
払
即
時
相
果
候
由
、
三
嶋
十
右
衛
門

申
上
候
付
、
為
御
検
使
御
目
付
西
野
金
兵
衛
差
遣
、
為
見
届
候
処
、
自
害
相
極
候
之
段
訴
之
、（

11
）

　
「
痞つ
か
え」
を
煩
っ
た
源
八
は
薬
を
処
方
さ
れ
た
が
「
狂
熱
」
が
治
ま
ら
ず
自
害
し
て
し
ま
っ
た
。「
脇
指
に
て
こ
ぶ
へ
突
払

即
時
相
果
」
と
あ
る
の
で
、「
こ
ぶ
え
」、
す
な
わ
ち
咽
の
小
笛
（
喉
笛
）
が
急
所
で
、
そ
れ
を
突
い
て
即
死
し
た
と
伝
え
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ら
れ
て
い
る
。
前
の
例
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
喉
笛
を
刃
物
で
突
く
と
確
実
に
死
亡
す
る
こ
と
か
ら
こ
の
方
法
が
選
ば
れ

る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

最
後
に
、
盛
岡
藩
に
お
い
て
「
自
害
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
時
の
自
殺
方
法
の
範
囲
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
右
に

扱
っ
た
諸
事
件
に
見
え
る
よ
う
に
、「
水
落
」（
鳩
尾
）
の
下
を
脇
指
で
突
く
か
、
喉
笛
を
脇
指
や
剃
刀
で
突
く
か
、
も
し

く
は
両
方
が
急
所
に
な
る
と
い
う
点
が
明
ら
か
で
あ
り
、
ど
の
や
り
方
も
「
自
害
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
害

と
い
う
用
語
の
示
す
範
囲
は
か
な
り
広
く
、
必
ず
し
も
「
腹
切
」
だ
け
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
道
具
や
急
所
は
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
首
を
縊
っ
た
場
合
、

参
照
し
た
盛
岡
藩
の
記
録
に
お
い
て
そ
れ
は
「
自
害
」
と
い
う
語
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
「
首
縊
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と

か
ら
考
え
る
と
、
用
法
の
上
で
自
害
と
区
別
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
刃
物
が
使
わ
れ
て
い
る
以
上
、
自
害
は
武
士

階
級
に
属
す
る
者
が
自
殺
の
方
法
と
し
て
選
ぶ
の
が
自
然
だ
っ
た
こ
と
も
想
像
が
つ
く
。

　

以
上
、
江
戸
時
代
前
期
の
盛
岡
藩
の
例
を
中
心
に
見
た
が
、
自
殺
（
と
り
わ
け
自
害
）
は
ど
ん
な
理
由
で
あ
ろ
う
と
個

人
の
意
思
に
よ
る
行
為
だ
と
見
做
さ
れ
、
本
人
の
死
後
に
「
身
代
」
す
な
わ
ち
家
禄
に
加
え
家
屋
敷
が
没
収
さ
れ
た
が
、

扶
持
を
与
え
る
形
で
の
遺
族
へ
の
配
慮
、
ま
た
注
（
5
）
で
紹
介
し
た
事
例
の
よ
う
に
、
子
息
の
跡
目
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
を
確
認
で
き
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
結
論
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
盛
岡
藩
で
は
、
自
殺
は
為
政
者
か
ら
見
て
歓
迎
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
禁
止
や
予
防
の
す
べ
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
自
殺
と
い
う
事
実
に
対
し
、
本
人
に
対
し
て
は
身
代
と
家
屋
敷
の
没
収

を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
処
置
を
自
殺
防
止
な
い
し
取
り
締
ま
り
と
見
る
の
は
、
現
時
点
で
は
適
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切
で
は
な
い
と
筆
者
に
思
え
る
。
ど
ん
な
理
由
で
あ
れ
自
ら
命
を
絶
つ
こ
と
は
本
人
が
決
め
た
こ
と
で
あ
る
と
い
う
自
殺
観

が
、
江
戸
時
代
前
期
の
盛
岡
藩
に
お
い
て
社
会
通
念
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
病
苦

に
追
い
詰
め
ら
れ
て
自
殺
し
た
事
実
を
「
不
愍
」
に
思
う
気
持
ち
が
藩
主
を
始
め
藩
側
に
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

　

見
て
き
た
よ
う
に
、
事
後
処
理
と
し
て
、
自
害
を
し
た
本
人
に
対
し
「
身
帯
取
上
」、
つ
ま
り
家
禄
没
収
と
い
う
処
置
が

と
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
、
喧
嘩
の
末
あ
る
い
は
最
中
に

当
事
者
が
自
害
す
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
盛
岡
藩
で
は
、
自
害
者
に
対
し
財
産
没
収
と
い
う
処
理
が
な

さ
れ
た
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
て
、
喧
嘩
の
当
事
者
に
対
す
る
処
分
を
こ
の
観
点
か
ら
眺
め
て
み
る
と
、
自
害
し
て
先
に
死

亡
し
た
喧
嘩
の
当
事
者
に
対
し
財
産
没
収
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
単
な
る
「
喧
嘩
両
成
敗
」
に
よ
る
処
置
と
し
て
だ
け

で
は
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
自
滅
し
た
こ
と
に
対
す
る
一
種
の
合
理
性
を
含
ん
だ
後
処
理
で
あ
っ

て
罰
則
と
異
な
る
と
い
う
解
釈
が
同
時
に
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
自
殺
の
動
機
も
含
め
、
当
事
者
ご
と
の
視
点
と
当
時
の

処
理
法
か
ら
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
二
）　
江
戸
時
代
前
期
の
盛
岡
藩
と
加
賀
藩
に
お
け
る
刑
罰
と
し
て
の
切
腹
と
打
首
に
つ
い
て

　

筆
者
の
研
究
対
象
で
あ
る
喧
嘩
口
論
の
処
理
と
い
う
問
題
を
考
え
る
上
で
、
当
事
者
が
死
刑
を
命
じ
ら
れ
た
際
の
具
体

的
な
執
行
方
法
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
刑
法
で
は
、
不
意
に
人
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
時
の
死
刑
に
基
本
的
に
下
手
人
（
庶
民
の
場
合
は
打
首
の
形

を
と
っ
た
斬
首
も
し
く
は
斬
罪
と
も
い
う
）
が
適
用
さ
れ
た
。
切
腹
の
適
用
資
格
に
つ
い
て
、
平
松
義
郎
に
よ
れ
ば
、
切
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腹
は
、
御
目
見
以
上
の
武
士
に
科
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
実
際
は
御
目
見
以
下
で
も
切
腹
を
科
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
（
12
）
。
そ
し
て
切
腹
か
斬
首
か
に
つ
い
て
は
、
幕
府
内
で
そ
の
適
用
の
境
目
を
ど
こ
に

引
く
か
を
め
ぐ
っ
て
は
協
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
一
一
月
、
評
議
所
に
よ
る
、

口
論
ま
た
は
酒
狂
で
刃
傷
に
及
び
相
手
が
死
亡
し
た
場
合
の
処
罰
に
関
す
る
書
付
で
は
、
口
論
ま
た
は
酒
狂
で
起
こ
さ
れ

た
刃
傷
を
裁
く
際
、
侍
以
上
で
あ
れ
ば
切
腹
、
以
下
で
あ
れ
ば
下
手
人
と
い
う
よ
う
に
、
書
付
が
な
さ
れ
た
時
期
に
お
い

て
は
、
身
分
の
軽
重
が
刑
を
分
け
る
目
安
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
13
）
。
た
だ
し
、
こ
の
書
付
は
江
戸
時
代
後
期
の
も
の

で
あ
り
、
身
分
社
会
が
確
立
し
た
時
期
に
当
た
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
江
戸
前
期
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
調

査
不
足
の
た
め
定
か
で
は
な
い
が
、
実
務
を
司
る
法
曹
な
ど
の
残
し
た
規
定
な
ど
を
た
ど
っ
て
今
後
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

　

で
は
、
喧
嘩
口
論
の
結
果
に
よ
っ
て
相
手
が
死
亡
し
た
際
、
打
首
か
切
腹
か
を
決
め
る
際
の
基
準
を
江
戸
前
期
の
盛
岡

藩
の
事
例
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
死
刑
を
言
い
渡
す
文
言
に
注
目
す
る
と
、
死
刑
の
中
身
を
明
記
せ
ず
、
単
に
「
成
敗
」
と
記
す
例
が
少
な
く
な

い
こ
と
に
気
づ
く
（「
成
敗
」
が
使
用
さ
れ
る
の
は
『
盛
岡
藩
雑
書
』
で
は
六
件
、『
刑
罪
』
で
は
一
件
で
、「
御
仕
置
」
が

『
刑
罪
』
の
一
件
）。

　

盛
岡
藩
の
諸
事
例
を
見
る
限
り
、「
成
敗
」
と
さ
れ
て
い
る
時
の
執
行
法
の
中
身
は
大
半
「
打
首
」、
つ
ま
り
斬
首
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、『
刑
罪
』
に
記
さ
れ
て
い
る
、
天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
に
大
森
十
兵
衛
が
酒
狂
の
う
え
で
不
調
法
を

仕
っ
た
際
、
そ
の
処
罰
の
文
言
で
は
「
御
成
敗
被　

仰
付
候
、
切
腹
仕
候
共
勝
手
次
第
可
仕
候
」
と
ま
ず
成
敗
に
す
る
判

決
を
挙
げ
た
う
え
、
執
行
法
は
切
腹
を
さ
せ
て
も
構
わ
な
い
と
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
通
常
は
「
打
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首
」
と
い
う
方
法
が
取
ら
れ
て
い
た
と
理
解
し
て
も
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
例
外
的
に
切
腹
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
処
刑
法
に
関
す
る
特
記
が
な
け
れ
ば
「
成
敗
」
は
「
打
首
」
を
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、「
仕
置
」
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
酒
席
で
の
喧
嘩
を
取
り
あ
げ
る
。
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
に
起
き
た

争
い（

14
）
に
お
い
て
、
罪
状
を
「
御
仕
置
」
と
し
て
い
る
が
、
前
後
の
記
述
か
ら
は
執
行
法
が
切
腹
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
御
仕
置
」
や
「
成
敗
」
と
書
か
れ
て
い
る
時
は
そ
の
中
身
は
打
首
で
は
な
く
、
切
腹
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
得
た
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

右
の
例
外
は
、
当
事
者
が
武
士
身
分
で
あ
る
場
合
に
見
ら
れ
る
が
、
庶
民
（
百
姓
・
町
人
身
分
）
同
士
の
喧
嘩
で
相
手

が
死
亡
し
た
場
合
、
生
き
残
っ
た
側
が
成
敗
、
す
な
わ
ち
打
首
に
さ
れ
る
の
が
典
型
的
な
や
り
方
だ
っ
た
。
だ
が
、
事
件

の
性
質
が
「
喧
嘩
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ず
、
一
方
的
に
人
を
殺
害
す
る
こ
と
は
重
罪
と
見
な
さ
れ
、
死
罪
を
言
い
渡
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
年
に
お
き
た
事
件
（
15
）
で
は
、
薬
種
屋
の
女
房
が
医
師
を
殺
害
し
た
時
の

罪
状
が
「
死
罪
」
で
あ
る
。
彼
女
が
殺
害
時
に
乱
心
し
て
い
た
が
、
人
を
殺
し
た
と
い
う
客
観
的
な
事
実
が
重
視
さ
れ
、

乱
心
状
態
が
減
刑
の
宥
免
事
由
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

喧
嘩
に
関
わ
っ
た
庶
民
が
処
罰
と
し
て
「
成
敗
」、
す
な
わ
ち
打
首
に
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
そ
れ
に
関
連
し

て
興
味
深
い
こ
と
に
、『
盛
岡
藩
雑
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
正
保
三
年
に
起
き
た
事
件
（
16
）
は
そ
れ
に
該
当
す
る
。
こ

れ
は
百
姓
同
士
の
喧
嘩
で
あ
る
が
、
相
手
を
殺
害
し
た
民
部
が
成
敗
を
言
い
渡
さ
れ
、
執
行
前
に
勝
手
に
切
腹
を
し
た
の

で
あ
る
。
罪
状
は
「
双
方
御
法
度
候
」
す
な
わ
ち
喧
嘩
両
成
敗
に
従
っ
て
死
刑
を
命
じ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
百
姓
が

切
腹
と
い
う
方
法
で
自
殺
を
し
た
点
も
興
味
深
い
。
切
腹
は
武
士
身
分
の
特
権
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
江
戸
時
代
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前
期
に
起
き
た
百
姓
の
一
人
が
自
害
方
法
と
し
て
の
切
腹
が
示
し
て
い
る
の
は
、
自
害
方
法
に
限
っ
て
言
え
ば
切
腹
は
武

士
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
盛
岡
藩
の
事
例
か
ら
は
、
武
士
で
あ
っ
て
も
、
事
情
（
事
件
の
性
質
）
に
よ
っ
て
は
切
腹
だ
っ
た
り
打
首
だ
っ

た
り
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
下
級
武
士
で
あ
っ
て
も
切
腹
を
言
い
渡
さ
れ
た
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
片
方
が
自

害
し
て
、
も
う
一
方
が
生
き
残
っ
た
場
合
は
、
事
件
の
規
模
と
被
害
者
に
与
え
た
損
害
の
軽
重
に
よ
っ
て
生
存
者
が
武
士

な
ら
切
腹
、
町
人
な
ら
斬
首
を
言
い
渡
さ
れ
る
傾
向
が
読
み
取
れ
る
（『
盛
岡
藩
雑
書
』
で
は
二
件
を
確
認
で
き
た
）。

　

盛
岡
藩
お
よ
び
加
賀
藩
の
刃
傷
事
件
の
処
理
に
お
け
る
切
腹
刑
の
割
合
を
身
分
ご
と
に
集
計
し
て
み
る
と
、
武
家
奉
公

人
は
切
腹
に
処
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
平
士
以
下
の
下
級
武
士
で
も
、
そ
の
罪
の
性
質
に
よ
っ
て
切
腹
を
言
い
渡
さ
れ

る
こ
と
が
数
件
以
上
に
お
い
て
確
認
で
き
た
。
し
か
も
、
同
じ
身
分
で
あ
っ
て
も
相
手
へ
の
損
害
の
軽
重
に
よ
っ
て
は
打

首
だ
っ
た
り
切
腹
だ
っ
た
り
と
、
同
じ
身
分
内
の
高
下
よ
り
も
罪
の
性
質
や
重
さ
に
準
じ
て
一
定
の
目
安
を
設
け
て
い
た

と
見
て
取
れ
る
。
た
と
え
ば
、
同
心
と
い
う
、
盛
岡
で
は
足
軽
の
別
称
で
あ
る
階
級
の
者
が
傷
害
罪
に
問
わ
れ
た
の
を
例

に
取
っ
て
み
よ
う
。

　

採
取
し
た
事
例
で
同
心
が
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
の
が
最
低
五
件
あ
り
、
ど
れ
も
盛
岡
藩
士
の
起
こ
し
た
事
件
で
あ
る
。

ま
ず
、
切
腹
処
分
で
あ
る
が
、
詳
細
の
説
明
を
省
略
す
る
が
、
夫
婦
間
の
諍い
さ
か

い
の
末
に
あ
や
ま
っ
て
妻
を
殺
害
し
た
一
件
、

藩
士
と
喧
嘩
を
起
こ
し
相
手
に
斬
り
掛
か
ろ
う
と
し
た
が
双
方
無
傷
で
終
わ
っ
た
と
い
う
事
例
を
確
認
で
き
た
。
数
人
で

喧
嘩
を
し
て
生
き
延
び
た
同
心
が
見
せ
し
め
の
た
め
に
梟き
ょ
う
し
ゅ首
さ
れ
た
一
件
、
気
違
い
し
て
相
手
を
殺
害
し
た
同
心
が
成
敗

（
斬
首
）
さ
れ
た
件
、
酒
狂
の
う
え
小
頭
を
殺
害
し
て
打
首
に
処
さ
れ
た
件
の
よ
う
に
、
単
な
る
喧
嘩
で
は
な
く
、
殺
人
や
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飲
酒
の
う
え
の
致
死
に
お
い
て
は
切
腹
で
は
な
く
、
斬
首
（
打
首
）
に
処
す
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
攻
撃
者
が
同
心
と

い
う
同
じ
階
級
で
も
、
傷
害
の
軽
重
・
ト
ラ
ブ
ル
の
性
質
・
故
意
の
有
無
に
よ
っ
て
死
刑
の
方
法
が
斬
首
か
切
腹
か
と
異

な
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
切
腹
が
与
え
ら
れ
る
武
士
の
身
分
内
の
格
の
問
題
で
あ
る
が
、
番
人
（『
刑
罪
』
に
一
件
収
録
さ
れ
て
い
る
）
や

「
家
臣
」
す
な
わ
ち
「
藩
士
」
が
当
事
者
で
あ
る
数
件
に
お
い
て
、
切
腹
が
科
さ
れ
る
事
例
を
確
認
で
き
る
。
そ
れ
を
見
る

と
、
上
級
武
士
で
な
い
侍
が
切
腹
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
前
期
の
盛
岡
藩
に
関
し
て
は
切
腹

は
平
士
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
事
実
は
こ
れ
ま
で
の
切
腹
へ
の
理
解
を
深
め
る
も
の
に
な
る

に
違
い
な
い
。

　

右
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
切
腹
が
言
い
渡
さ
れ
た
事
例
を
観
察
す
る
と
、
切
腹
の
み
で
刑
罰
が
完
結
す
る
例
が
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
少
数
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
切
腹
に
加
え
、
扶
持
や
家
屋
敷
の
召
し
上
げ
と
い
っ
た
付
加
刑
が
科
さ
れ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
下
級
武
士
に
と
っ
て
は
こ
の
付
加
刑
は
、
遺
族
の
存
続
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
重
い

も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
扶
持
、
屋
敷
、
家
財
な
ど
全
財
産
を
一
斉
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は
珍
し
か
っ
た

と
は
い
え
、
た
と
え
家
屋
敷
の
取
り
上
げ
だ
け
で
も
遺
族
へ
の
打
撃
は
甚
だ
し
い
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
赤
穂
事
件
で
有

名
な
、
松
の
廊
下
で
吉
良
に
斬
り
掛
か
っ
た
浅
野
内
匠
頭
へ
の
処
分
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
切
腹
に
加
え
て
改
易
と
い
う

厳
罰
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
切
腹
は
他
の
死
刑
方
法
と
比
べ
名
誉
、
こ
の
場
合

は
身
分
を
考
慮
し
た
一
面
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
切
腹
だ
け
で
処
分
が
済
む
と
は
限
ら
ず
、
重
い

付
加
刑
が
課
さ
れ
る
の
が
珍
し
く
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
刑
罰
の
実
行
方
法
か
ら
し
て
、
打
首
と
切
腹
と
で
は
罪
人
に
対
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す
る
扱
い
が
異
な
る
の
で
、
他
の
死
刑
方
法
と
の
比
較
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
切
腹
の
方
が
打
首
よ
り
も
丁
重
な
扱
い

を
受
け
、
面
目
が
保
た
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
切
腹
の
方
が
あ
り
が
た
か
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
切
腹
の
や
り
方
に
つ
い
て
、
盛
岡
藩
の
『
刑
罪
』
と
『
盛
岡
藩
雑
書
』
に
お
い
て
は
詳
細
な
記
述
は
現
時
点
で

は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
（
盛
岡
南
部
藩
の
他
の
史
料
に
記
述
が
あ
る
の
で
、
機
会
を
改
め
て
紹
介
し
た
い
）。
基
本
的
な
手

続
と
し
て
、
検
使
が
派
遣
さ
れ
、
介
錯
人
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
が
例
外
な
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
察
す
る
に
、
実
際
に
腹
を
切
ら
せ
ず
に
介
錯
人
が
首
を
斬
り
落
と
す
、
実
質
上
の
打
首
と
い
う
方
法
が
採
用
さ
れ
て

い
た
と
い
え
る
。

　

さ
て
、
武
士
で
あ
っ
て
も
打
首
が
言
い
渡
さ
れ
る
条
件
と
は
い
か
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
盛
岡
藩
の
事
例
を
見
る

と
、
酒
に
酔
っ
た
状
態
で
人
と
口
論
し
打
首
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
（『
刑
罪
』
か
ら
二
件
）
の
よ
う
に
、
純
粋
な
喧
嘩
で
は
な

く
、
加
害
者
の
罪
を
重
く
す
る
要
素
が
付
随
し
て
い
る
場
合
に
切
腹
で
は
な
く
、
打
首
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、

相
手
に
対
す
る
理
不
尽
な
態
度
（『
刑
罪
』
か
ら
二
件
）
や
、
度
が
過
ぎ
た
扱
い
（『
刑
罪
』
か
ら
三
件
）
に
対
し
「
仕
置
」

や
「
成
敗
」
が
言
い
渡
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
カ
ッ
と
な
っ
て
（
酩
酊
の
状
態
で
は
正
常
な
判
断
が

し
に
く
い
た
め
）、
相
手
を
打ち
ょ
う
ち
ゃ
く擲
し
て
死
な
せ
る
と
い
っ
た
傷
害
致
死
罪
は
現
代
の
み
な
ら
ず
、
当
時
に
お
い
て
も
厳
重

に
罰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
罪
を
犯
し
た
ら
、
武
士
で
あ
っ
て
も
切
腹
は
許
し
難
い
と
い
っ
た
考
え
を
読
み

取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

反
対
に
、
本
来
な
ら
ば
打
首
に
処
し
て
も
お
か
し
く
な
い
罪
で
あ
っ
て
も
、「
乱
心
」
が
認
め
ら
れ
た
ら
特
別
に
切
腹
を

与
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
例
も
あ
る
。
事
例
の
紹
介
は
省
略
す
る
が
、
代
官
に
斬
り
掛
か
っ
た
平
士
が
「
乱
心
之
致
方
ニ
付
、
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切
腹
被
仰
付
」
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
言
が
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
は
、
も
し
乱
心
し
て
い
な
け
れ
ば
軽
く
て
も
打
首
に

な
る
可
能
性
も
否
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

切
腹
と
打
首
の
違
い
に
つ
い
て
加
賀
藩
で
も
既
述
し
た
特
徴
と
似
た
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
し
か
も
、
藩
内
に
お

い
て
、
喧
嘩
に
関
す
る
事
柄
で
は
な
い
が
、
あ
る
武
士
の
刑
を
決
め
る
に
当
た
っ
て
、
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
に
切
腹

か
打
首
か
に
つ
い
て
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
興
味
深
い
の
で
以
下
に
お
い
て
関
連
の
文
章
を
載
せ
て
お
く
。

四
月
七
日
。
家
中
不
島
勘
丞
を
刎
首
に
処
す
る
こ
と
を
決
す
。

〔
袖
裏
雑
記
〕

一
、
勘
丞
切
腹
可
然
候
。（
中
略
）
勘
丞
事
、
窺
候
通
に
落
着
書
付
候
へ
ど
も
、
彌
今
日
と
く
て
令
料
簡　

候
に
、
刎

首
・
切
腹
両
端
い
づ
れ
に
而
も
其
故
有
之
候
。
最
前
於
金
澤
各
言
上
候
ご
と
く
、
刎
首
之
儀
左
様
に
有
之
間
敷
事
与

は
不
存
候
へ
ど
も
、
両
端
い
づ
れ
に
而
も
、
其
例
有
之
候
へ
ば
、
難
も
無
之
と
存
、
例
を
相
尋
候
得
ど
も
其
例
無
之

由
此
度
相
達
候
。
然
上
者
両
端
只
今
令
料
簡
候
は
で
は
難
決
候
。
尤
昨
夜
書
付
之
如
く
、
い
づ
れ
も
僉
議
に
任
せ
候

而
も
、
強
而
其
難
者
被
申
間
敷
候
へ
ど
も
、
切
腹
之
儀
者
彼
者
盗
等
不
仕
、
又
お
く
れ
を
取
申
所
無
之
に
付
如
此
に

候
。
又
刎
首
之
儀
者
彼
者
始
終
之
仕
形
、
支
度
ま
ゝ
の
仕
合
、
其
上
奉
公
人
・
小
頭
手
前
堅
く
申
定
候
所
を
、
無
故

相
背
、
殊
に
穿
鑿
之
時
分
申
掠
候
故
、
助
三
郎
誓
詞
取
繕
、
謀
書
同
前
之
義
仕
候
段
、
一
旦
吟
味
之
節
申
隠
候
と
は

違
ひ
、
巧
た
る
偽
に
て
候
。
此
所
侍
之
覚
悟
に
そ
む
き
候
間
如
此
候
。
右
両
様
を
と
く
と
考
見
候
へ
ば
、
切
腹
可
申

付
所
者
う
す
く
、
刎
首
之
方
つ
よ
く
候
。
誓
詞
を
取
繕
候
義
、
穿
鑿
之
席
に
て
悉
く
偽
を
構
候
段
、
此
首
尾
に
罷
成
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加
様
之
未
練
、
用
捨
候
而
切
腹
は
如
何
と
存
候
。
筑
後
な
ど
僉
議
可
被
致
候
と
、
四
月
七
日
重
而
御
親
翰
。
御
尤
至

極
御
儀
奉
存
候
。
備
前
・
信
濃
へ
も
示
談
僉
議
仕
候
處
、
刎
首
に
被
仰
付
候
方
、
一
向
難
無
御
座
、
可
然
義
各
奉
存

候
。
即
金
澤
年
寄
共
江
之
紙
面
差
上
之
候
旨
等
、
同
日
奥
村
伊
予
・
横
山
筑
後
御
請
に
、
下
書
之
通
可
然
存
候
、
細

工
奉
行
共
悪
敷
心
得
候
は
ヾ
、
細
工
之
者
共
は
軽
き
者
に
候
故
如
此
と
存
候
は
ヾ
、
向
後
嗜
も
彌
う
す
く
可
罷
成
候

間
、
細
工
者
共
之
義
者
、
徒
者
・
算
用
者
共
に
候
得
ば
、
喧
嘩
者
申
に
不
及
、
た
と
ひ
不
届
に
付
死
刑
候
共
、
侍
之

覚
悟
に
背
き
申
儀
に
而
無
之
候
は
ヾ
、
切
腹
可
申
付
候
へ
ど
も
、
勘
丞
儀
者
段
々
武
士
道
之
本
意
に
違
候
故
、
刎
首

申
付
候
間
此
旨
を
可
存
旨
、
備
前
・
信
濃
よ
り
、
関
屋
市
左
衛
門
・
大
河
原
八
郎
左
衛
門
申
遣
尤
候
と
御
加
筆
、

〔
一
巻
帳
大
概
〕

元
禄
四
年
不
嶋
勘
丞
・
金
子
助
三
郎
儀
言
上
一
巻
。
右
落
着
被
仰
出
は
左
之
通
也
。
男
色
之
事
に
茂
候　
　
　
　

哉
其
儀
子
不
見
当
、

　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刎
首　

不
嶋
勘
丞

右
勘
丞
儀
始
終
支
度
儘
之
仕
形
、
其
上
奉
公
人
・
小
頭
手
前
堅
く
申
定
候
所
迄
無
故
相
背
、
穿
鑿
之
時　
　

分
申
掠
候
上
、
金
子
助
三
郎
誓
詞
取
繕
、
謀
書
同
前
之
義
仕
候
段
、
一
旦
吟
味
之
砌
申
隠
候
と
は
違
、

巧
た
る
偽
に
而
候
。
此
所
侍
之
覚
悟
に
背
候
間
、
刎
首
可
申
付
旨
被
仰
出
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

追
放　

金
子
助
三
郎

右
助
三
郎
儀
、
今
度
之
首
尾
に
付
追
放
被
仰
付
候
。
江
戸
御
領
国
之
外
は
御
構
無
之
旨
被
仰
出
候
、（

17
）
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右
の
記
事
に
、
切
腹
か
打
首
（
加
賀
藩
で
は
後
者
を
「
刎ふ
ん
し
ゅ首
」
と
称
し
た
）
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
切
腹
を
与
え
る
の
は
「
盗
等
不
仕
、
又
お
く
れ
を
取
申
所
無
之
」
と
い
っ
た
場
合
、
す
な
わ
ち
盗
み
を
し
た

場
合
、
ま
た
は
遅
れ
（
武
士
に
相
応
し
く
な
い
臆
病
的
な
行
動
や
気
後
れ
）
を
取
っ
た
場
合
は
切
腹
の
適
用
範
囲
外
で
あ

る
。
他
方
、
打
首
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
「
刎
首
之
儀
者
彼
者
始
終
之
仕
形
、
支
度
ま
ゝ
の
仕
合
、
其
上
奉
公
人
・
小

頭
手
前
堅
く
申
定
候
所
を
、
無
故
相
背
、
殊
に
穿
鑿
之
時
分
申
掠
候
」
と
あ
り
、
究
極
の
と
こ
ろ
「
侍
之
覚
悟
に
そ
む
き

候
」
と
い
っ
た
よ
う
な
言
動
や
行
動
が
そ
れ
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
故
意
に
悪
事
を
働
い
た
り
、
虚
言
を
し

た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
、
為
政
者
が
切
腹
を
与
え
ず
に
打
首
な
ど
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
罪
を
自
覚

さ
せ
る
と
同
時
に
戒
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
結
論
と
し
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
二
点
を
指
摘
で
き
る
。

　

一
つ
目
に
、
江
戸
時
代
前
期
に
盛
岡
藩
で
行
わ
れ
た
自
殺
は
、
庶
民
は
主
に
首
縊
り
、
武
士
は
自
害
と
い
う
方
法
が
と

ら
れ
た
。
武
士
が
行
っ
た
自
殺
の
形
式
は
圧
倒
的
に
自
害
（
脇
あ
る
い
は
鳩
尾
の
下
を
突
い
た
う
え
で
喉
笛
を
突
き
刺
す
、

も
し
く
は
喉
笛
の
み
を
突
く
）
で
、
脇
差
や
剃
刀
が
使
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
自
害
を
し
た
武
士
に
対
し
後
処
理
と
し
て
「
身

帯
取
上
」
す
な
わ
ち
家
禄
の
没
収
が
適
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
、
自
殺
は
「
了
簡
違
」（
思
い
違
い
）

か
ら
起
こ
る
行
動
と
し
て
奨
励
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
自
殺
観
の
表
れ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
本
ノ
ー
ト
で
取
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り
上
げ
た
事
例
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
事
例
か
ら
は
、
盛
岡
藩
に
お
い
て
自
殺
者
に
対
す
る

身
代
没
収
は
自
殺
を
処
罰
し
て
い
る
か
ら
実
行
し
た
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
現
段
階
で
い
え
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
一
員
の
存
在
が
消
え
た
こ
と
に
対
す
る
合
理
的
な
処
置
で
あ
り
、
当
時
の
記
録
に
あ
る
よ
う
に
自
殺
を
「
不
憫
」
に
思

い
、
遺
さ
れ
た
家
族
の
処
遇
を
藩
な
り
に
考
え
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　

自
殺
予
防
策
と
の
関
連
で
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
る
と
、
眞
田
芳
憲
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ス
の

多
い
現
代
社
会
で
深
ま
る
孤
立
感
や
疎
外
感
を
減
少
さ
せ
る
に
は
、
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
が
求
め

ら
れ
る
。
自
殺
が
個
人
の
深
奥
に
か
か
わ
る
極
め
て
私
的
な
領
域
に
か
か
わ
る
個
人
的
な
事
柄
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
も
っ

と
も
私
的
な
自
己
の
「
生
命
」
を
処
分
す
る
こ
と
を
当
然
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
眞
田
芳
憲
が

「
人
間
の
尊
厳
」
と
個
人
と
い
う
人
間
存
在
の
存
在
論
的
省
察
を
考
え
る
に
際
し
、「
人
間
は
単
子
と
し
て
の
個
人
で
生
き

て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
間
を
人
間
た
ら
し
め
て
い
る
縦
の
時
間
的
系
列
と
横
の
空
間
的
系
列
の
交
差
す
る
関
係
性
の
中

で
生
き
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
人
間
の
尊
厳
も
そ
の
関
係
性
の
中
で
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（

18
）
と
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
今
後
検
討
す
べ
き
重
要
な
問
題
だ
と
考
え
る
。

　

二
つ
目
に
、
武
士
身
分
で
あ
れ
ば
、
人
殺
し
の
よ
う
な
重
い
罪
に
対
す
る
処
罰
は
決
ま
っ
て
切
腹
だ
っ
た
と
い
う
今
日

の
通
念
は
必
ず
し
も
事
実
に
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
が
盛
岡
藩
を
例
に
判
明
し
た
。
ま
た
、
同
時
期
の
加
賀
藩
に
お
い
て

も
、
武
士
の
罪
と
罰
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
盗
み
や
臆
病
、
気
後
れ
と
い
っ
た
武
士
に
相
応
し
く
な
い
行
為
は
切
腹
で

は
な
く
打
首
に
す
べ
き
と
、
罪
の
性
質
に
よ
っ
て
切
腹
と
打
首
を
区
別
し
て
い
た
。

　

つ
ま
り
、
武
士
で
あ
っ
て
も
、
犯
罪
の
規
模
や
状
況
に
よ
っ
て
は
打
首
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
切
腹
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が
武
士
の
絶
対
的
特
権
と
い
う
よ
り
も
、「
武
士
の
覚
悟
」
に
照
ら
し
て
罪
の
重
さ
を
計
り
、
い
く
つ
か
の
死
刑
方
法
か
ら

適
切
な
も
の
を
そ
の
都
度
選
択
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
い
う
解
釈
を
筆
者
は
示
す
。
今
後
は
範
囲
を
広
げ
、
他
藩
で
の
死

刑
適
用
と
り
わ
け
武
士
の
死
刑
に
関
す
る
事
例
を
蓄
積
し
比
較
検
討
を
深
め
て
い
く
。

注（
1
）
藩
法
研
究
会
編
、
二
○
○
六
年
、
ⅴ
頁
参
照
。

（
2
）
日
本
語
で
刊
行
さ
れ
た
書
籍
で
、
人
文
学
、
社
会
科
学
か
ら
自
殺
を
取
り
上
げ
た
も
の
の
中
に
高
坂
正
顕
・
臼
井
二
尚
編
の
『
日
本
人
の
自

殺
』（
一
九
六
六
年
）、
Ｍ
・
パ
ン
ゲ
の
『
自
死
の
日
本
史
』、
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
に
わ
た
っ
て
死
生
観
を
論
じ
た
木
村
尚
三
郎
編
の

『
生
と
死
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

宗
教
と
の
関
連
か
ら
論
じ
た
も
の
に
É
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
『
自
殺
論
』（
一
八
九
七
年
）
が
挙
げ
ら
れ
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
著
作
の
中

に
お
い
て
、
社
会
と
個
人
の
統
合
と
規
制
と
い
う
視
点
か
ら
自
殺
を
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
、
統
計
的
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
研
究
を
ま
と
め

た
。

（
3
）
眞
田
、
二
〇
二
〇
年
、
九
一
、九
二
頁
参
照
。

（
4
）
盛
岡
市
教
育
委
員
会
・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
編
、
一
九
九
六
年
、
二
七
九
―
二
八
〇
頁
。

（
5
）「
身
帯
」
は
盛
岡
藩
で
は
「
家
禄
」
を
指
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、『
盛
岡
藩
雑
書
』
の
第
一
一
巻
に
記
録
さ
れ
て
い
る
次
の

事
件
を
紹
介
す
る
。
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享
保
元
年
九
月
廿
七
日

一
、五
拾
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
市
十
内

乱
心
仕
江
戸
於
長
屋
自
害
仕
候
付
、
悴
源
右
衛
門
へ
跡
式
被
仰
付
、
右
身
帯
被
召
上
候
段
源
右
衛
門
へ
申
渡
候
由
、
弾
正
よ
り
申
来
、

同
年
十
月
七
日　
　

一
、
種
市
十
内
於
江
戸
乱
心
自
害
仕
候
付
、
家
屋
鋪
御
取
上
被
成
、
御
徒
目
付
久
保
新
六
・
宮
金
五
郎
遣
為
請
取
、
前
例
御
屋
敷
奉

行
請
取
来
候
へ
共
、
中
野
忠
左
衛
門
病
気
、
浪
岡
六
左
衛
門
儀
御
鷹
待
為
御
用
罷
越
候
付
、
追
て
相
渡
候
様
久
慈
弥
太
夫
へ
申
渡
之
、

（
盛
岡
市
教
育
委
員
会
・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
編
、
一
九
九
七
年
、
一
七
四
、一
八
〇
頁
）

　

二
つ
の
記
事
の
記
述
を
見
る
と
、
最
初
の
方
に
書
か
れ
て
い
る
「
身
帯
被
召
上
」
に
続
い
て
、「
家
屋
鋪
御
取
上
」
と
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

家
禄
の
取
り
上
げ
に
加
え
、
家
屋
敷
か
ら
の
追
放
を
受
け
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
闕け

っ
し
ょ所

」
処
分
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
つ
重
要
な

点
は
、「
悴
源
右
衛
門
へ
跡
式
被
仰
付
」
と
い
う
文
言
に
あ
る
よ
う
に
、
自
殺
者
の
息
子
が
跡
継
ぎ
を
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
闕
所

が
実
行
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
家
系
が
断
絶
さ
れ
ず
継
承
さ
れ
る
と
い
う
処
置
で
あ
る
。
自
殺
者
本
人
に
属
す
る
家
禄
や
全
財
産
を
没
収

す
る
や
り
方
は
他
の
ケ
ー
ス
に
も
見
ら
れ
、
当
時
に
お
い
て
「
自
害
人
」
に
対
し
典
型
的
な
や
り
方
だ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

自
殺
者
の
財
産
に
対
す
る
処
置
と
闕
所
は
本
質
的
に
違
う
が
、
闕
所
の
適
応
に
つ
い
て
、
松
江
藩
の
『
御
表
御
仕
置
名
目
仕
方
』
記
述

を
元
に
出
雲
藩
の
刑
罰
と
関
連
し
て
、
神
崎
直
美
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
郡
奉
行
に
よ
る
と
、
郡
方
の
古
例
と
し
て
は
、
入
牢
者
、

御
国
追
放
・
流
罪
・
郡
村
追
放
者
の
家
督
は
、
そ
れ
を
家
族
に
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
寛
政
の
頃
ま
で
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ

は
そ
の
後
は
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
以
後
は
、
一
旦
全
て
領
主
が
没
収
し
、
他
人
へ
の
負
債
な
ど
を
清
算
し
た
う
え
で
、
そ
の
残
り
を

「
ご
憐
憫
」
と
し
て
家
内
に
与
え
た
。
つ
ま
り
、
松
江
藩
の
闕
所
は
、
天
保
年
間
に
は
寛
政
年
間
よ
り
も
厳
し
い
措
置
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

幕
府
の
闕
所
は
、
入
札
を
行
っ
て
家
財
を
売
却
し
て
代
金
を
官
に
収
め
た
。
幕
府
の
場
合
と
比
べ
る
と
、
松
江
藩
の
闕
所
は
科
人
の
家
族

に
対
し
て
若
干
で
は
あ
る
が
、
恩
情
の
あ
る
措
置
を
と
っ
て
い
た
（
神
崎
、
一
九
九
六
年
、
一
三
六
、一
三
七
頁
参
照
）。
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（
6
）
盛
岡
市
教
育
委
員
会
・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
編
、
一
九
九
五
年
、
一
○
五
頁
。

（
7
）
同
書
、
六
四
四
頁
。

（
8
）
同
書
、
五
六
―
五
七
頁
。

（
9
）『
葬
送
文
化
論
』
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
従
来
、
異
常
な
死
は
殺
害
、
戦
死
、
事
故
死
（
水
死
、
転
落
死
）、
妊
娠
中
の
死
お
よ
び
産
死
、

自
殺
な
ど
の
死
に
方
を
含
む
。
自
殺
者
の
霊
が
現
場
に
留
ま
る
と
か
、
祟
り
や
す
い
と
い
う
観
念
は
日
本
の
現
行
民
俗
に
も
世
界
的
に
も

普
遍
的
に
み
ら
れ
る
。
死
者
の
霊
が
人
に
憑
く
場
合
、
多
く
は
現
世
に
未
練
を
残
し
た
死
者
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
憑
依
す
る

よ
う
な
死
者
は
、
死
に
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
も
、
中
世
で
共
通
に
「
異
常
死
」
と
み
な
さ
れ
た
死
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
焼
身
や
入
水

往
生
の
説
話
で
も
、
結
局
そ
れ
に
失
敗
し
て
あ
と
で
霊
が
人
に
憑
く
話
が
多
い
の
は
、
自
殺
を
「
異
常
死
」
と
み
な
す
民
族
的
心
意
の
影

響
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
見
方
が
本
書
で
提
示
さ
れ
て
い
る
（
葬
送
文
化
研
究
所
編
、
一
九
九
三
年
、
三
一
六
、三
二
七
、三
二
九
頁
参
照
）。

（
10
）
盛
岡
市
教
育
委
員
会
・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
編
、
一
九
九
五
年
、
八
九
頁
。

（
11
）
同
書
、
六
七
九
頁
。

（
12
）
平
松
義
郎
、〔
一
九
六
〇
〕
一
九
八
八
年
、
一
〇
〇
六
―
一
〇
〇
七
頁
参
照
。

（
13
）〔
評
議
書
〕　

口
論
ま
た
は
酒
狂
で
刃
傷
に
及
び
相
手
が
死
亡
し
た
場
合
の
処
罰
に
つ
い
て
の
書
付
（
評
定
所
一
座
に
よ
る
）

　

口
論
ま
た
は
酒
狂
で
刃
傷
に
及
び
相
手
が
死
亡
し
た
場
合
、
侍
以
上
で
も
下
手
人
に
申
し
付
け
る
こ
と
で
あ
る
が
、
下
手
人
と
い
う
の

は
身
分
の
軽
い
者
の
罰
で
あ
れ
ば
、
切
腹
と
下
手
人
は
申
し
付
け
方
に
お
い
て
名
目
が
替
わ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の

二
つ
の
境
に
つ
い
て
書
付
な
ど
が
な
か
っ
た
。
侍
と
、
町
人
百
姓
と
の
品
を
分
け
る
。
切
腹
に
つ
い
て
は
御
定
（
書
）
の
条
文
に
も
記
載

が
な
い
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
評
議
を
行
い
、
書
き
取
り
の
通
り
、
下
手
人
を
申
し
付
け
ら
れ
る
の
は
身
分
の
軽
い
者
な
の
で
、
侍
以
上
で

あ
れ
ば
切
腹
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
の
は
相
当
な
の
で
は
な
い
か
。
以
来
、
侍
以
上
の
者
、
口
論
ま
た
は
酒
狂
で
刃
傷
に
及
び
、
相
手
が
死

亡
し
た
節
は
切
腹
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
べ
き
か
存
じ
奉
る
。（
刑
務
協
会
編
、〔
一
九
四
三
〕
一
九
七
四
年
、
七
五
六
頁
参
照
）。

（
14
）
記
事
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

一
、十
月
十
一
日
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一
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
田　
　

左
近

一
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
与
右
衛
門

去
月
十
八
日
三
戸
ニ
而
喧
嘩
仕
候
付
、
藤
田
多
左
衛
門
罷
上
申
上
候
は
、
酒
ニ
給
酔
（
マ
マ
）
右
之
通
御
座
候
由
申
上
ル
、
則　

若
殿

様
江
遂
披
露
候
処
、
酒
ニ
酔
候
と
て
も
御
仕
置
之
為
ニ
候
間
、
双
方
切
腹
可
申
付
由
被　

仰
出
、
右
金
田
一
太
郎
兵
衛
検
者
被　

仰
付

候
間
、
切
腹
可
申
付
旨
今
日
三
戸
江
以
書
状
申
遣
之
、

　

事
件
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
、
先
月
十
八
日
、
三
戸
で
起
こ
っ
た
喧
嘩
に
つ
い
て
、
現
場
に
同
席
し
て
い
た
藤
田
多
左
衛
門
が
登
城
し
、

例
の
喧
嘩
は
酒
を
賜
り
酔
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
、
と
申
し
上
げ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
若
殿
様
へ
報
告
を
し
た
と
こ
ろ
、
酒
に
酔
っ
て
い

た
と
い
っ
て
も
仕
置
は
必
要
で
あ
る
、
喧
嘩
の
当
事
者
双
方
に
切
腹
を
申
し
付
け
よ
、
と
仰
り
、
金
田
一
太
郎
兵
衛
が
検
使
を
命
じ
ら
れ

た
。
よ
っ
て
、
切
腹
の
旨
が
、
今
日
、
三
戸
へ
書
状
を
も
っ
て
遣
わ
さ
れ
た
。

（
15
）
記
事
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（『
刑
罪
并
御
咎
之
類　

二
』、
藩
法
研
究
会
編
、
二
○
○
六
年
、
一
三
九
頁
）。

一　

六
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薬
種
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女　

房

右
之
者
、
別
紙
口
書
相
見
得
申
通
、
乱
心
仕
候
而
友
泉
を
切
申
手

ニ
付
、
友
泉
相
果
候
義
御
座
候
得
は
、
乱
心
と
ハ
乍
申
、
人
を
切

殺
申
義
御
座
候
得
は
本
心
ニ
罷
成
候
内
、
又
七
江
御
預
被
差
置
、

快
気
之
節
死
罪
可
被　

仰
付
哉
、

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
木　

友
泉

右
友
泉
義
は
、
又
七
女
房
死
罪
被　

仰
付
候
義
御
座
候
ハ
ヽ
、
友

泉
身
帯
御
取
上
、
友
泉
母
妻
ニ
一
生
之
内
御
助
扶
持
可
被　

下
置
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候
故
、

右
之
通
御
役
人
共
相
伺
、
窺
之
通
被　

仰
付
、
御
役
人
共
江
申
渡
之
、

　
　
　

古
木
友
泉
親
類
共
江
申
渡

友
泉
儀
、
四
月
廿
四
日
赤
川
薬
種
屋
又
七
女
房
ニ
被
切
疵
ニ
而

相
果
候
、
不
慮
之
乍
事
由
断
成
致
方
有
之
候
、
依
之
身
帯
御
取
上

被
成
候
、
併
手
廻
不
便
思
召
、
妻
一
生
之
内
弐
人
扶
持
被
下
之
、

　
『
刑
罪　

諸
士　

一
』
の
享
保
十
九
年
申
寅
（
一
七
三
四
）
年
六
月
十
四
日
の
記
事
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
藩
法
研
究
会
編
、

二
○
○
六
年
、
三
三
八
頁
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
川
薬
種
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女　

房

右
之
者
、
別
紙
口
書
ニ
相
見
得
申
通
、
又
七
女
房
乱
心
候
而

古
木
友
泉
を
切
申
候
処
、
右
疵
ニ
而
相
果
候
義
御
座
候
得
は
、

乱
心
と
ハ
乍
申
人
を
切
殺
申
義
御
座
候
故
、
本
心
ニ
罷
成
候
内

又
七
江
御
預
被
差
置
、
快
気
之
節
死
罪
可
被　

仰
付
哉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
医
師

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
木　

友
泉

右
友
泉
義
は
、
又
七
女
房
死
罪
被　

仰
付
候
義
御
座
候
ハ
、

友
泉
身
帯
御
取
上
、
友
泉
母
・
妻
ニ
一
生
之
内
御
助
扶
持
可
被

下
置
候
故
、
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右
之
通
御
役
人
共
相
伺
、
窺
之
通
被　

仰
付
、
御
役
人
共
江
申
渡

之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
木
友
泉

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
類
共
江

友
泉
儀
、
四
月
廿
四
日
赤
川
薬
種
屋
又
七
女
房
ニ
被
切
疵
ニ

而
相
果
候
、
不
慮
之
乍
事
由
断
成
致
方
有
之
候
、
依
之
身
帯
御

取
上
被
成
候
、
併
手
廻
不
便　

思
召
、
妻
一
生
之
内
弐
人
扶
持

被
下
置
旨
被　

仰
出
、

　
『
盛
岡
藩
雑
書
』
に
同
事
件
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
盛
岡
市
教
育
委
員
会
・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
編
、
二
○
○
一
年
、
六
四
五
ー

六
四
六
頁
）。

享
保
十
九
年
六
月
十
四
日　
　

　

＊
殺
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薬
種
屋

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房

右
之
者
別
紙
口
上
書
相
見
得
申
通
、
不
斗
乱
心
仕
候
て
、
友
泉
を
切
申
手
ニ
て
友
泉
相
果
候
義
御
座
候
得
は
、
乱
心
と
は
乍
申
、
人

を
切
殺
申
義
御
座
候
得
は
、
本
心
ニ
罷
成
候
内
、
又
七
へ
御
預
被
指
置
、
快
気
之
節
死
罪
可
被
仰
付
哉

　

＊
身
帯
召
上

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
木
友
泉

右
友
泉
儀
は
又
七
女
房
死
罪
被　

仰
付
候
義
御
座
候
は
、
友
泉
身
帯
御
取
上
、
友
泉
母
妻
ニ
一
生
之
内
御
助
扶
持
可
被
下
置
候
故

右
之
通
御
役
人
共
相
伺
、
窺
之
通
被　

仰
付
、
御
役
人
共
へ
申
渡
之
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＊
死
者
ノ
妻
へ
扶
持

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
木
友
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
類
共
へ
申
渡

友
泉
儀
四
月
廿
四
日
赤
川
薬
種
屋
又
七
女
房
ニ
被
切
候
疵
ニ
て
相
果
候
、
不
慮
之
乍
事
、
由
断
成
致
方
有
之
候
、
依
之
身
帯
御
取
上

被
成
候
、
併
手
廻
不
便　

思
召
、
妻
一
生
之
内
弐
人
扶
持
被
下

　
　
　
　

六
月

右
之
通
被　

仰
付
、
友
泉
親
類
種
市
定
七
へ
以
御
目
付
申
渡
之
、
右
一
巻
公
事
方
記
之

（
16
）
正
保
三
（
一
六
四
六
）
年
三
月
二
十
日
の
記
事
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
盛
岡
市
教
育
委
員
会
・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
編
、

一
九
八
六
年
、
一
五
二
頁
）。

　

＊
高
家
村
百
姓
ノ
喧
嘩
切
殺

一
、四
戸
甚
尉
百
姓
き
び
助
、
民
部
、
於
高
家
村
今
月
十
六
日
ニ
喧
嘩
仕
、
き
び
助
を
民
部
が
切
殺
申
ニ
付
て
、
今
日
小
向
四
郞
兵
衛

以
安
田
五
兵
衛
披
露
之
、
双
方
御
法
度
候
間
、
民
部
を
も
成
敗
仕
様
に
と
申
渡
候
処
ニ
、
明
廿
一
日
ニ
民
部
も
切
腹
仕
由
、
重
て
四

郞
兵
衛
以
五
兵
衛
披
露
之
、

（
17
）
前
田
育
徳
会
編
、〔
一
九
三
二
〕
一
九
八
〇
年
、
一
二
七
―
一
二
九
頁
参
照
。

（
18
）
前
掲
「
自
殺
の
比
較
文
化
論
―
イ
ス
ラ
ー
ム
法
を
基
軸
と
し
て
―
」、
九
二
頁
。

73 江戸時代前期の盛岡藩での自殺・斬首・切腹に関する一考察



主
要
参
考
文
献

石
井
良
助
編
『
徳
川
禁
令
考　

後
集　

Ⅳ
』
創
文
社
、（
一
九
六
○
）
一
九
八
一
年
。

神
崎
直
美
〈
史
料
紹
介
〉「
近
世
後
期
に
お
け
る
松
江
藩
の
刑
罰
―
『
御
表
御
仕
置
名
目
仕
方
』
の
紹
介
―
」『
國
學
院
大
學
紀
要
』
三
四
号
、

一
九
九
六
年
、
一
二
三 

―
一
五
六
頁
。

木
村
尚
三
郎
編
『
東
京
大
学
教
養
講
座
10　

生
と
死
』
Ⅰ
・
Ⅱ
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
。

刑
務
協
会
編
『
日
本
近
世
行
刑
史
稿
（
上
）』
矯
正
協
会
、〔
一
九
四
三
〕
一
九
七
四
年
。

眞
田
芳
憲
「
自
殺
の
比
較
文
化
論
―
イ
ス
ラ
ー
ム
法
を
基
軸
と
し
て
―
」
眞
田
芳
憲
編
『
生
と
死
の
法
文
化
』
所
収
、
国
際
書
院
、
二
〇
二
〇
年
。

葬
送
文
化
研
究
所
編
『
葬
送
文
化
論
』
古
今
書
院
、
一
九
九
三
年
。

高
坂
正
顕
・
臼
井
二
尚
編
『
日
本
人
の
自
殺
』
創
文
社
、
一
九
六
六
年
。

D
urkheim

, Ém
ile, 1897, LeSuicide: étude desociologie, Paris: F.A

lcan.

（
＝
一
九
八
五
年
、
宮
島
喬
訳
『
自
殺
論
』
中
公
文
庫
。）

藩
法
研
究
会
編
『
近
世
刑
事
史
料
集
１　

盛
岡
藩
』
創
文
社
、
二
○
○
六
年
。

前
田
育
徳
会
編
『
加
賀
藩
史
料
』
第
五
編
、
清
文
堂
、〔
一
九
三
二
〕
一
九
八
○
年
。

盛
岡
市
『
盛
岡
市
史
』
第
一
巻
（
復
刻
版
）、
ト
リ
ヨ
ー
・
コ
ム
、
一
九
七
八
年
。

盛
岡
市
教
育
委
員
会
・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
編
『
盛
岡
藩
雑
書　

第
一
巻
』
熊
谷
印
刷
、
一
九
八
六
年
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
『
盛
岡
藩
雑
書　

第
九
巻
』
熊
谷
印
刷
、
一
九
九
五
年
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
『
盛
岡
藩
雑
書　

第
十
巻
』
熊
谷
印
刷
、
一
九
九
六
年
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
『
盛
岡
藩
雑
書　

第
十
一
巻
』
熊
谷
印
刷
、
一
九
九
七
年
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
『
盛
岡
藩
雑
書　

第
十
五
巻
』
熊
谷
印
刷
、
二
○
○
一
年
。

Pinguet, M
aurice, 1984,La m

ort volontaire
au Japon, Paris: Éditions Gallim

ard. （
＝
一
九
八
六
年
、
竹
内
信
夫
訳
『
自
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史
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